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修理を依頼する前に「故障かな？と思ったら」（P.29）をご確認ください
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一人での使用はできません。必ず介助者が付き添う
介助者は、使用者の姿勢が前後左右に傾かないように動作状況を常に確認し、目を離さない
4転倒してけがをしたり、姿勢をくずしておぼれたり、また故障時に浴槽から出られなく
なる原因となります。

座位の保てない方は使用しない
4転倒してけがをしたり、おぼれたりする原因になります。

シートが確実に取り付けられていることを確認する
4取り付けが不十分だとシートが落下し、おぼれたりけがをする原因になります。

バスリフトのワイヤーは点検が必要な部品です　
毎回ワイヤーの点検を行い、異常が見られる場合は、新品のワイヤーに交換してから使用する
4ワイヤーが劣化した状態でご使用になりますと、ご使用中にワイヤーが破断
し、シートが落下し、おぼれたりけがをする原因になります。

4使用中にバスリフトが動いたり転落し、おぼれたりけがをする原因になります。

バスリフトは使用の浴槽に合わせて確実に幅調整を行い、ガタツキなくしっか
りと固定する

セーフティーバーが上下に動くことを確認する
4セーフティーバーが作動しないとシートが上昇できずおぼれの原因になったり、シート
とアームに手がはさまった時にシートが止まらずけがをする原因になります。
使用前に電池の残量を確認する
4電池残量が不十分な状態で使用すると上昇できずおぼれる原因になります。

充電器の収納時に、電源コードを充電器本体に巻きつけない
4電源コードに負荷がかかり断線し、感電やショートによる火災などの原因になります。
浴槽のリムやハンドグリップなどを握るなどして前傾姿勢での使用はしない
4転倒してけがをしたり、おぼれたりする原因になります。
充電器で電池を充電するときは、指定する電源（交流100V）以外では使用しない
4火災の原因になります。

温泉水や入浴剤のかかる浴室には使用しない
4腐食により破損し、けがをしたり、おぼれたりする原因になります。
充電器、差込プラグ、電池に水やお湯をかけない
4火災や感電の原因になります。
電池の充電は浴室内や湿気の多い場所で行わない
4火災や感電の原因になります。
濡れた手で、差込プラグを抜き差ししない
4感電の原因になります。

雷が発生しているときは、差込プラグに触れない
4感電の原因になります。

電池が水滴などで濡れている状態では充電しない
4火災や感電の原因になります。
修理技術者以外の人は絶対に分解したり、修理、改造を行わない
4火災、感電の原因になります。また、故障の原因になります。

シート取付シャフトやシートに足をのせたり掛けたりしない
4プラスチック部品の破損によりけがをする原因になります。
4ワイヤーの切れや、機器が破損し作動不良によるけがやおぼれる原因になります。

シートをつけない状態でリモコンスイッチを操作しない
4故障の原因となり、昇降動作が停止し、おぼれる原因になります。
体重が35kg未満または100kg以上の方は使用しない
4故障の原因となり、昇降動作が停止し、おぼれる原因になります。
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バスリフトの電池端子部は点検が必要な部品です
必ず毎回点検を行い、汚れやさびは、きれいに取り除いてから使用する
4電池は汚れやさびが付いた状態でご使用になりますと、昇降動作が停止し、
おぼれる原因になります。

4電池ホルダーは汚れやさびが付いた状態でご使用になりますと、昇降動作が
停止し、おぼれる原因になります。

シートを外した側はシート取付シャフトの上に仮置きし、シートが落下しない
よう注意する
4シートをシート取付シャフトから外してしまうと落下して思わぬけがをする
原因になります。

子供のいたずらなどに注意する　また、使用しないときは電池を取り外す
4頭や胸、手や指などをはさまれたり、おぼれたりけがをする原因になります。

異常な高温になったときや、煙、異臭があったらすぐにコンセントを抜く
4火災の原因になります。

強い力や衝撃を与えない
4本体がずれて落下し、転倒してけがをする原因になります。

シートを持つときは、シートが滑り出さないよう注意する
4シートが滑り出し、ぶつけたり、シートを落としてけがの原因になります。

シートへの横移乗が困難な方は、移乗は必ず介助者が保持する
4おぼれたり転倒してけがをする原因になります。

取り外した後は、フラップを内側に折り曲げて保管しない
4フラップのヒンジが切れたり、折りぐせがついて戻らなくなるおそれがあります。

お手入れのときには、必ず電源プラグをコンセントから抜く
4感電の原因になります。

充電器を使用しない場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜く
4火災の原因になります。

4さびや性能劣化により昇降動作が停止し、おぼれる原因になります。

使用しない時や、お手入れの前には電池を取り外し、取り外した電池は浴室外
の湿気のない場所に保管する

バスリフトの電池ホルダーは、点検が必要な部品です
必ず毎回点検を行い汚れやさびはきれいに除去してから使用する

差込プラグを抜くときは、必ずプラグ本体を持って引き抜く
4コードを引張るとプラグやコードが傷んで、火災や感電の原因になります。

座る前にシートクッションが確実にクリップで固定されているか確認する
4使用中にクッションが外れて転倒してけがをしたり、おぼれたりする原因になります。

差込プラグの刃などについたホコリは定期的に取り除き、根元まで確実に差し込む
4火災や感電の原因になります。プラグを抜き、乾いた布でふいてください。

幅調整のねじを締めつけ過ぎない
4浴槽を破損させる原因になります。

シートの下に足を引き込んで使用しない
4けがをする原因になります。

バスリフト本体およびリモコンを水没させない
4製品が故障し、昇降動作が停止し、おぼれの原因になります。

直射日光が当たらないようにする
4プラスチックが劣化し、割れてけがをする原因になります。

上昇時、下降時にカバークッションに体をもたれない
4皮膚がこすれたり、カバーが外れけがをする原因になります。

上昇中は体がプーリーカバーに触れないようにする
4プーリーカバーとワイヤーのすき間に皮膚が挟まりけがの原因になります。

シート取付シャフトを押し込むときは、手を挟まないように注意する
4けがをする原因になります。

シートクッションの中央に座る
4フラップとシートのすき間に皮膚がはさまれてけがをする原因になります。

お手入れするときは、水で薄めた中性洗剤を使用し、次のものは使わない

「酸性」「アルカリ性」の表示のある洗剤、シンナー、ベンジンおよび
クレンザー、たわし、ネット付スポンジなど

4プラスチックを傷め、割れてけがをする原因になります。

シートを長時間お湯につけたまま放置しない
4フラップが劣化して、アームとフラップの間にすきまが生じ、移乗するとき
にけがをする原因になります。

バスリフトを浴槽から取り外したときは、水平に静かに置く
4立てかけたりすると、バスリフトが倒れたりして思わぬけがをしたり床など
に傷が付いたりする原因になります。

バスリフトを持ち運ぶ場合は、足元や手、バスリフトの水気をふき取り、手掛かり
を持って行う
4誤ってバスリフトを落とすとけがをしたり、浴槽や浴室を破損したりする原
因になります。

4けがをする原因になります。

バスリフト本体を浴槽に載せる際は、浴室壁面とバスリフトのアームの間や、
バスリフトと浴槽の間に手や指を挟まないように注意する
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シートをつけない状態でリモコンスイッチを操作しない
4故障の原因となり、昇降動作が停止し、おぼれる原因になります。

もしシートを付けない状態でワイヤーを一番上まで巻き上げてしまった場合
や、リモコンスイッチの「下」ボタンを押してもワイヤーが繰り出されなくなった
場合には、以下の手順にしたがって、シートを取り付けてください。

※

12～13
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濡れた手で、差込プラグを抜き差ししない
4感電の原因になります。

①カバークッションを取り外します。
カバークッションは面ファスナーで固定さ
れています。
面ファスナーで固定されている部分を手前
に引いて固定を外します。
カバークッションを少し手前に広げながら
上に持ち上げて取り外します。

②電池カバーを開けます。

③電池の向きに注意して電池を電池ホルダー
に差し込み、電池カバーを閉じます。

　電池は必ず充電されたものをご使用ください。

④カバークッションを取り付けます。
①と逆の要領でカバークッションを取り付
け、面ファスナーでしっかり固定します。

充電された電池なのに作動しない時は、電池
が最後まで押し込まれているか確認してくだ
さい。

電池が水滴などでぬれている場合は、乾いた
布などで水気をふき取ってください。
電池やバスリフトの故障の原因になります。
電池の端子部に汚れや、さびが付着していな
いか確認してください。
汚れやさびは乾いたタオルでふき取ってくだ
さい。

ポイント

カバークッションをかぶせてから、面ファス
ナーが貼られている部分を上から押して、面
ファスナー同士がしっかりとくっつくように
固定してください。

ポイント
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汚れやさびは乾いたタオルでふき取ってくだ
さい。

ポイント

カバークッションをかぶせてから、面ファス
ナーが貼られている部分を上から押して、面
ファスナー同士がしっかりとくっつくように
固定してください。

ポイント



シートを持つときは、シートが滑り出さないよう注意する
4シートが滑り出し、ぶつけたり、シートを落としてけがの原因になります。

シートの持ち方



シートを持つときは、シートが滑り出さないよう注意する
4シートが滑り出し、ぶつけたり、シートを落としてけがの原因になります。
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両側を確認

両側を確認

４　操作前の点検を必ずします

しっかり
ガタッ

しっかり

ガ
タ
ッ

バスリフトをご使用になる前に、必ず4つの点検をしてください。

4使用中にバスリフトが動いたり転落し、おぼれたりけがをする原因になります。

バスリフトは使用の浴槽に合わせて確実に幅調整を行い、ガタツキなくしっ
かりと固定する

4取り付けが不十分だとシートが落下し、おぼれたりけがの原因になります。
シートが確実に取り付けられていることを確認する

セーフティーバーが上下に動くことを確認する
4セーフティーバーが作動しないとシートが上昇できずおぼれの原因になったり、シート
とアームに手がはさまった時にシートが止まらずけがをする原因になります。

ガタツキがある場合は、P28　｢バスリフトの
幅の微調整方法について｣に従い幅調整して
ください

使用前に電池の残量を確認する
4電池残量が不十分な状態で使用すると上昇できずおぼれる原因になります。

１ バスリフトはガタツキなくしっかりと
固定されていますか？　 2 シートは確実に取り付いていますか？

（シートの両側を必ず確認してください）

3 セーフティーバーは上下に動きますか？
（両側のセーフティバーを指で軽く押し上げて
｢カチッ｣と音がすることを確認してください。）

4 電池残量は十分ですか？
テスト動作を行い、リモコンの電池残量警告
ランプの点灯がないか確認してください。

｢カチッ｣と音がしない場合は、P28｢バスリフ
トの幅の微調整方法について｣に従い幅調整
してください

テスト動作
①シートを取り付ける。
②シートを5㎝程下降させる。
③シートを最上位置まで上昇させる。

ランプ点灯なし
ご使用OK

ランプ点灯
充電してください

P12に従いシートを確実に取り付けてください

バスリフトはリモコンスイッチの電池残量警告ランプが点灯中は下降しません。
これは万が一シートが下降した後で、電池残量が不十分となりシートが上昇できなくなる
のを防ぐためです。

シートが上昇中に、電池残量警告ランプが点灯または点滅し、ボタンを放すと消灯することが
あります。これは通電時の一時的な電圧降下によるもので電池残量の不足ではありません。
「ボタンを押していない時」に電池残量警告ランプが点灯する場合は、充電してください。

電池残量のポイント

セーフティーバーのはたらき

・P.37の「充電してもすぐ電池が切れる」をご確認ください。

１回の充電で昇降できる回数が減ってきたら。

セーフティーバーが上に押されることで上昇を停止させます。
これはシートとアームに手が挟まるなどの危険なとき、上昇を
停止させる機構です。



両側を確認

両側を確認

４　操作前の点検を必ずします

しっかり
ガタッ

しっかり

ガ
タ
ッ

バスリフトをご使用になる前に、必ず4つの点検をしてください。

4使用中にバスリフトが動いたり転落し、おぼれたりけがをする原因になります。

バスリフトは使用の浴槽に合わせて確実に幅調整を行い、ガタツキなくしっ
かりと固定する

4取り付けが不十分だとシートが落下し、おぼれたりけがの原因になります。
シートが確実に取り付けられていることを確認する

セーフティーバーが上下に動くことを確認する
4セーフティーバーが作動しないとシートが上昇できずおぼれの原因になったり、シート
とアームに手がはさまった時にシートが止まらずけがをする原因になります。

ガタツキがある場合は、P28　｢バスリフトの
幅の微調整方法について｣に従い幅調整して
ください

使用前に電池の残量を確認する
4電池残量が不十分な状態で使用すると上昇できずおぼれる原因になります。

１ バスリフトはガタツキなくしっかりと
固定されていますか？　 2 シートは確実に取り付いていますか？

（シートの両側を必ず確認してください）

3 セーフティーバーは上下に動きますか？
（両側のセーフティバーを指で軽く押し上げて
｢カチッ｣と音がすることを確認してください。）

4 電池残量は十分ですか？
テスト動作を行い、リモコンの電池残量警告
ランプの点灯がないか確認してください。

｢カチッ｣と音がしない場合は、P28｢バスリフ
トの幅の微調整方法について｣に従い幅調整
してください

テスト動作
①シートを取り付ける。
②シートを5㎝程下降させる。
③シートを最上位置まで上昇させる。

ランプ点灯なし
ご使用OK

ランプ点灯
充電してください

P12に従いシートを確実に取り付けてください

バスリフトはリモコンスイッチの電池残量警告ランプが点灯中は下降しません。
これは万が一シートが下降した後で、電池残量が不十分となりシートが上昇できなくなる
のを防ぐためです。

シートが上昇中に、電池残量警告ランプが点灯または点滅し、ボタンを放すと消灯することが
あります。これは通電時の一時的な電圧降下によるもので電池残量の不足ではありません。
「ボタンを押していない時」に電池残量警告ランプが点灯する場合は、充電してください。

電池残量のポイント

セーフティーバーのはたらき

・P.37の「充電してもすぐ電池が切れる」をご確認ください。

１回の充電で昇降できる回数が減ってきたら。

セーフティーバーが上に押されることで上昇を停止させます。
これはシートとアームに手が挟まるなどの危険なとき、上昇を
停止させる機構です。



一人での使用はできません
必ず介助者が付き添う
介助者は、使用者の姿勢が前後左右に
傾かないように動作状況を常に確認し、
目を離さない

座る前にシートクッションが確実にクリッ
プで固定されているか確認する

4転倒してけがをしたり、姿勢をくずし
ておぼれたり、また故障時に浴槽から
出られなくなる原因となります。

4転倒してけがをしたり、おぼれたりす
る原因になります。

4使用中にクッションが外れて転倒して
けがをしたり、おぼれたりする原因に
なります。

フラップとアームにすきまがある場合
は、移乗するときに介助者が上から押さ
えてすきまをなくして使用する
4すきまがあるとけがの原因になります。

①シートクッション部の中央に座って
ください。

②上半身が傾かないように座ってくだ
さい。

　介助の方は、姿勢が傾かないよう
に背中をささえるなどして保持して
ください。

※フラップと本体とのすき間に肉を挟
まないように注意してください。

バスリフトは、4本のワイヤーのたる
みを検知しています。
下降時に姿勢が傾いたりして4本のワ
イヤーへの荷重が不均一になってワ
イヤーがたるむと、下降停止します。
①シートの中央にお座りください。
②上半身が傾かないようにお座りく
ださい。

浴槽のリムやハンドグリップなどを握る
などして前傾姿勢での使用はしない
4転倒してけがをしたり、おぼれたりす
る原因になります。

座位の保てない方は使用しない

4フラップとシートのすき間に皮膚がは
さまれてけがをする原因になります。

シートクッションの中央に座る フラップ

一人での使用はできません。必ず介助者が付き添う
介助者は、使用者の姿勢が前後左右に傾かないように動作状況を常に確認し、
目を離さない
4転倒してけがをしたり、姿勢をくずしておぼれたり、また故障時に浴槽から
出られなくなる原因となります。

・ボタンを押している間、シートは上がり続け、ボタンを放せば、その位置で
シートは止まります。
・シートが最上位置（アームと座面が同じ高さ）まで上がると自動停止します。

赤いボタン…シートが上がります。

・ボタンを押している間、シートは下がり続け、ボタンを放せば、その位置で
シートは止まります。
・シートが浴槽底面まで下がると自動停止します。

青いボタン…シートが下がります。

シートの上昇・下降は、リモコンスイッチで操作します。
次のリモコンボタンの説明にしたがってシートを昇降させてください。

バスリフトを使用中は、ワイヤーや
シートの角を握らない
4けがをする原因になります。

上昇時はフラップの外側に手、指を出さない
4シートと本体の間に手、指がはさまれてけが
をする原因になります。

フラップを押し、プーリーカバーを押し上げないでください。
上昇中フラップを押し付けると上昇停止します。

上昇中は体がプーリーカバーに触れないよう
にする
4プーリーカバーとワイヤーのすき間に皮膚
が挟まりけがの原因になります。

警告

注意
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バスリフトは4本のワイヤーのうち1本でもたるむと動作を停止しま
す。これはシートと浴槽の間に体が挟まったり、シートが傾いたまま
使用されることを防ぐためです。（シートが下降して浴槽の一番底に
ついたときも停止しますが、これは正常な使用での停止です。）
ところが、座っている姿勢が悪く、1本でもワイヤーがたるんでいる
と、危険な状態で使用されていると判断し動作を停止します。
このような誤使用を防ぐため、姿勢が傾いたりした場合は介助の方
が姿勢を直し4本のワイヤーに等しく体重が加わるようにしてから使
用してください。

①セーフティーバーやプーリーカバーとフラップの間に手や
指が挟まったとき。

シート上昇中にセーフティーバーやプーリーカバーとフラッ
プの間に手や指が挟まると、危険回避のため、上昇が停止し
ます。

②セーフティーバーが浴槽に当たっているとき。

　バスリフトの設置位置が悪くセーフティーバーが浴槽に当
たっているとバスリフトは動作しません。

③ワイヤーがたるんでいるとき。

バスリフトはワイヤーのたるみを検知すると動作を停止し
ます。

ワイヤーがたるむのは以下のような場合が考えられます。
4シートが下降して浴槽の一番底についたとき。
　（これは正常な使用での停止です。）

4シートが下降中、シートと浴槽の間に体（特に足）が挟まった
とき。

4シートが浴槽に当たって傾き、4本のワイヤーのうちどれか
がたるんでいるとき。

以下の場合、バスリフトの動作が停止します。

シートを外した側はシート取付けシャフトの上に
仮置きし、シートが落下しないよう注意する
4シートをシート取付けシャフトから外してしまうと
落下して思わぬけがをする原因になります。

シートを持つときは、シートが滑り出さないよう注意する
4シートが滑り出し、ぶつけたり、シートを落としてけがの原因になります。

シートの持ち方
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シートピン
及び

シートクリップ
シートピン及びシートクリップが外れかけている

使用中にシートが外れる。
シート落下によるけが。

シートピン及び
シートクリップ
（片側２ヶ所）
フラップを持ち上げる。
反対側も同様

⑦

シートクリップ

シートピン



シートピン
及び

シートクリップ
シートピン及びシートクリップが外れかけている

使用中にシートが外れる。
シート落下によるけが。

シートピン及び
シートクリップ
（片側２ヶ所）
フラップを持ち上げる。
反対側も同様

⑦

シートクリップ

シートピン



①電池の消耗について。
バスリフトは、電池を取り付けた時
点から、昇降させなくても電池が消
費されます。
電池をバスリフトに入れたままにし
ておくとシートを昇降させなくても
電池残量不足となってしまいます。

②１回の充電と昇降回数について。
充電後の昇降回数は１日１往復とし
て約10日間ご使用できます。これ
は、ご使用者の体重や電池の使用期
間により変わりますので、目安とし
てください。

③電池の性能回復について。
電池は、ひんぱんに充放電を繰返すと充電可能な容量が低下します。一回の充電で昇
降回数が減ったと感じたときは、電池をリフレッシュしてください。
リフレッシュの方法は、P.25をご参照ください。

電池が完全に空になる前に充電を何度も繰り返すと、電池の充電容量が低下し、正しく充
電してもフル充電にならない場合があります。（メモリー効果）
この場合、以下の手順で電池のリフレッシュという作業を行います。電池のリフレッシュ
を行っても正しく充電できない場合は、電池の寿命が考えられますので、新しい電池に交
換してください。
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②１回の充電と昇降回数について。
充電後の昇降回数は１日１往復とし
て約10日間ご使用できます。これ
は、ご使用者の体重や電池の使用期
間により変わりますので、目安とし
てください。

③電池の性能回復について。
電池は、ひんぱんに充放電を繰返すと充電可能な容量が低下します。一回の充電で昇
降回数が減ったと感じたときは、電池をリフレッシュしてください。
リフレッシュの方法は、P.25をご参照ください。

電池が完全に空になる前に充電を何度も繰り返すと、電池の充電容量が低下し、正しく充
電してもフル充電にならない場合があります。（メモリー効果）
この場合、以下の手順で電池のリフレッシュという作業を行います。電池のリフレッシュ
を行っても正しく充電できない場合は、電池の寿命が考えられますので、新しい電池に交
換してください。



電池容量に対して少ない使用量で充放電を定期的に繰り返すと出力容量が低下しま
す（メモリー効果）。この現象を正常に戻すため、リフレッシュを行います。
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スペーサーB
スペーサーC

スペーサーA

幅調整方法

幅調整後の確認項目

ガタツキがある場合は、幅を調整しなおし、浴槽にガタツキなくしっかりと取り付けてください。

バスリフト本体の幅調整穴（洗い場
側）に＋ドライバーを差し込み、回し、
本体（アーム）の幅を調整します。
洗い場側、壁側のフック付浴槽内壁ス
トッパーが浴槽内壁に当たるように
アームの幅を調整します。（図①）
※壁側のリム幅が狭く浴槽内壁ストッ
パーが浴槽に当たらない場合は、アー
ムを壁に当ててください。（図②）

□ガタツキなくしっかりと固定されていますか？

しっかり
ガタッ

しっかり

ガ
タ
ッ

セーフティーバー 

「カチッ」 

□セーフティーバーは上下に動きますか？
　（セーフティーバーを指で軽く押し上げ
「カチッ」と音がすることを確認してくだ
さい。）

スペーサーが外れていないか注意してください

セーフティバーガイドピンが浴槽に当たったら、それ
以上アームを広げないでください。
バスリフト本体を前にずらし、浴槽内壁ストッパーが
浴槽内壁に当たるよう調整してください。

電動ドライバー使用禁止
ねじが破損して回らなくなることがあります。

幅調整のねじを締めつけ過ぎない
4浴槽を破損するおそれがありま
す。

図① 当たっている 当たっている

すき間

当たっている当たっている 図②



スペーサーB
スペーサーC

スペーサーA

幅調整方法

幅調整後の確認項目

ガタツキがある場合は、幅を調整しなおし、浴槽にガタツキなくしっかりと取り付けてください。

バスリフト本体の幅調整穴（洗い場
側）に＋ドライバーを差し込み、回し、
本体（アーム）の幅を調整します。
洗い場側、壁側のフック付浴槽内壁ス
トッパーが浴槽内壁に当たるように
アームの幅を調整します。（図①）
※壁側のリム幅が狭く浴槽内壁ストッ
パーが浴槽に当たらない場合は、アー
ムを壁に当ててください。（図②）

□ガタツキなくしっかりと固定されていますか？

しっかり
ガタッ

しっかり

ガ
タ
ッ

セーフティーバー 

「カチッ」 

□セーフティーバーは上下に動きますか？
　（セーフティーバーを指で軽く押し上げ
「カチッ」と音がすることを確認してくだ
さい。）

スペーサーが外れていないか注意してください

セーフティバーガイドピンが浴槽に当たったら、それ
以上アームを広げないでください。
バスリフト本体を前にずらし、浴槽内壁ストッパーが
浴槽内壁に当たるよう調整してください。

電動ドライバー使用禁止
ねじが破損して回らなくなることがあります。

幅調整のねじを締めつけ過ぎない
4浴槽を破損するおそれがありま
す。

図① 当たっている 当たっている

すき間

当たっている当たっている 図②



25

12～13



25

12～13







12～13



12～13



25

シートクッションの両端がシートピンとシートクリップで固定されていま
すか？

図のように計４カ所にシートピンとシートクリップ
で固定されていることを確認してください。
シートピンやシートクリップが外れている場合は固
定が必要ですのでTOTOメンテナンス（株）へご連
絡ください。

フレーム

フレーム

シートクリップ

シートクリップ

シートピン

シートピン

フラップ
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【修理を依頼する前に「故障かな？と思ったら」（P.29）をご確認ください！】

保証書（この説明書のP.43が保証書になっています）



【修理を依頼する前に「故障かな？と思ったら」（P.29）をご確認ください！】

保証書（この説明書のP.43が保証書になっています）



この商品の補修用性能部品（機能維持に不可欠な部品で、使用期間中に取り替えの必要が
発生する可能性の大きいもの）の供給期間は製造中止後6年です。



この商品の補修用性能部品（機能維持に不可欠な部品で、使用期間中に取り替えの必要が
発生する可能性の大きいもの）の供給期間は製造中止後6年です。



※2016年11月時点のものです。



※2016年11月時点のものです。
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修理を依頼する前に「故障かな？と思ったら」（P.29）をご確認ください
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